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本日御伝えしたいこと
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1）2025年度決算と2026年度業績予想
受注、売上、営業利益から当期利益まで、
いずれも前年度を上回り、5期連続の最高業績更新
今年度の業績予想は6期連続の最高業績の更新を目指す

2）長期ビジョン「E-Vision2035」および
中期経営計画「E-Plan2028」
2035年のありたい姿に向けた長期ビジョンと、
その実現に向けた最初の3カ年の中期経営計画を策定



熱と誠

自ら創意工夫する熱意

で取り組み、誠心誠意

これをやり遂げる心を

もって 仕事をすること。

そして、何事も熱意と

誠心をもって人に接す

れば相手に 通じないこ

とは無い。

荏原の歴史
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創業の精神「熱と誠」

荏原製作所は、ゐのくち式渦巻ポンプを製作する

大学発ベンチャー企業として1912年に創業

創業者 畠山一清は「熱と誠」の精神で事業を拡大

ゐのくち式渦巻ポンプ

荏原の挑戦へのDNAは
ここから始まった

創業者 畠山一清 井口在屋教授



製品で見る荏原の事業の歴史
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コア技術の進化と事業シナジー

5

荏原グループは、創業以来磨き上げてきたコア
技術を活用して、社会課題を解決する製品・サ
ービスや時代が求めるソリューションを提供し
ています。

対面市場のお客様からのフィードバックに基づ
いてコア技術を進化させ、それを他の事業領域
に応用しながら新たな製品・サービスを生み出
し、新たな事業に結実させててきました。

獲得した新たなコア技術を事業に還元していま
す。

コア技術の進化と事業の広がり
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荏原の強み ～当社製品のグローバルプレゼンス～

6 ※当社調べ



2025年度決算と
2026年度業績予想
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FY26 通期業績予想

ポイント

FY25 業績

当決算におけるポイント
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は＋5%以上、 は-5%以上の変化、→は変化が±5%未満

FY25
業績

増減はFY24比

◼ 受注高、売上収益、営業利益、親会社の所有者に帰属する当期利益はいずれも過去最高を更新

◼ 売上収益は全セグメントで増収。営業利益は、精密・電子、環境、インフラの寄与に加え、建築・産
業で前期に計上したのれんの減損損失が生じなかったため全社で増益

◼ FY26は、受注高、売上収益が初めて1兆円を超えるとともに、受注高から親会社の所有者に帰属する当
期利益までいずれも6期連続の過去最高を目指す

FY26 
業績予想

株主還元
◼ 1株当たり年間配当金は、FY25は前回予想56円から59円へ引き上げ、FY26は66円を計画

◼ FY25は200億円の自己株式の取得を実施、FY26は100億円を上限とする自己株式の取得枠を設定

実績　　　　 前期比 計画比 FY26 計画　　　 前期比

+891 億円 +56 億円 +1,203 億円

+10.4% +0.6% +12.7%

+916 億円 +312 億円 +617 億円

+10.6% +3.4% +6.4%

+158 億円 +38 億円 +111 億円

+16.2% +3.5% +9.8%

+52 億円 +26 億円 +99 億円

+7.3% +3.6% +13.0%

10,700 億円

10,200 億円

1,250 億円

↗

↗

↗

12.3%

866 億円

1,138 億円

↗

↗

↗

9,496 億円

9,582 億円

営業利益

受注高

売上収益

営業利益

営業利益率

受注高

売上収益

営業利益率 11.9%

→

→

→

+0.6pts - +0.4pts

↗↗ →
親会社の所有者に

帰属する当期利益
766 億円

親会社の所有者に

帰属する当期利益



セグメント別業績動向
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（単位：億円) FY25 1-4Q 計画

増減 増減率 25/11/13 増減 増減率

a b b-a (b-a)/a c b-c (b-c)/c

受注高 8,605 9,496 +891 +10.4% 9,440 +56 +0.6%
売上収益 8,666 9,582 +916 +10.6% 9,270 +312 +3.4%
営業利益 979 1,138 +158 +16.2% 1,100 +38 +3.5%
営業利益率 11.3% 11.9% +0.6pts 11.9% -
受注高 2,600 3,034 +433 +16.7% 3,000 +34 +1.1%
売上収益 2,783 3,422 +638 +23.0% 3,200 +222 +7.0%
営業利益 501 577 +76 +15.2% 545 +32 +6.0%
営業利益率 18.0% 16.9% -1.1pts 17.0% -0.1pts
受注高 2,227 1,947 -279 -12.6% 2,100 -152 -7.2%
売上収益 2,104 2,178 +74 +3.5% 2,050 +128 +6.3%
営業利益 280 259 -20 -7.4% 245 +14 +5.9%
営業利益率 13.3% 11.9% -1.4pts 12.0% -0.1pts
受注高 2,444 2,492 +48 +2.0% 2,500 -7 -0.3%
売上収益 2,381 2,419 +37 +1.6% 2,420 -0 -
営業利益 103 152 +49 +47.5% 170 -17 -10.3%
営業利益率 4.3% 6.3% +2.0pts 7.0% -0.7pts
受注高 605 629 +24 +4.0% 610 +19 +3.2%
売上収益 511 571 +60 +11.8% 580 -8 -1.5%
営業利益 36 46 +9 +26.6% 50 -3 -6.4%
営業利益率 7.2% 8.2% +1.0pts 8.6% -0.4pts
受注高 715 1,353 +637 +89.1% 1,200 +153 +12.8%
売上収益 874 978 +104 +11.9% 1,000 -21 -2.1%
営業利益 84 130 +45 +54.0% 120 +10 +8.4%
営業利益率 9.7% 13.3% +3.6pts 12.0% +1.3pts
受注高 12 38 +25 30 +8 
売上収益 11 12 +1 20 -7 
営業利益 -26 -28 -1 -30 +1 
営業利益率 -239.5% -232.5% +7.0pts -150.0% -82.5pts

連結合計

建築・産業

FY24 1-4Q 実績 FY25 1-4Q 実績
前年同期比 計画比

精密・電子

その他、調整

エネルギー

インフラ

環境



地域別売上収益
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※「地域別売上収益」は売上先所在地別売上収益を示す

（単位：億円）

3,203

6,379

1,811

1,935

1,166

580

528

357

2,906

5,759

1,902

1,291

1,236

539

455

333

+10.2%

+10.8%

-4.8%

+49.9%

-5.7%

+7.5%

+15.8%

+7.1%

日本

海外

中国

台湾、韓国

その他アジア

北米

欧州

中東

その他

上段: FY25 1-4Q

下段: FY24 1-4Q

□ 前期比

日本

33%

中国

19%

台湾、韓国

その他アジア

20%

北米

12%

欧州

6%

中東

6%

その他

4%

FY25 1-4Q

売上収益構成比

国内 33%

海外 67%



セグメント別事業環境認識
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セグメント 主な対面市場 市場別・地域別トレンド
当社の市場見立て
FY26（1年間）*1

精密・電子 半導体製造
• 市場全般としては、生成AI関連を中心に拡大基調を想定

• ロジック/ファウンドリ、メモリの投資が拡大見込み

• 顧客工場の稼働率は引き続き先端デバイスを中心に好調

グローバル WFE*2：10%以上成長見込み

エネルギー

石油・ガス

新エネルギー

電力

• 製品分野は、石油化学市場は北米・アジア・中東地域を中心に需要が堅調に推移す

るものの、中国では減速感の継続を見込む。LNG市場は引き続き北米で顧客の投資

マインドは回復傾向にあり、堅調な成長が期待される

• サービス分野は、メンテナンス需要は通常レベルに戻る見込み

• 脱炭素関連市場は、アンモニア、水素、CCUS等を中心に商用化局面へ移行が進む

グローバル
LNG：６%台成長見込み
エチレン：３%台成長見込み

建築・産業
建築設備・
産業設備

• 欧州は、建設費、労働コストの上昇により設備投資が低迷

• 中国は、建築設備、産業市場が引き続き低迷

• 米国は、関税政策等の影響が見込まれるが、データセンター需要は増加見込み

海外 2％台成長見込み

• 建築設備市場は、建設コストの高止まりや人手不足により工事の先送り等は継続

• 産業市場は、設備投資の需要が継続 国内
横ばい

インフラ
水インフラ

換気

• アジアの人口増に伴う水需要や、北米の老朽化施設の整備等が継続

• 地球温暖化、異常気象により世界各地で洪水被害が年々増加し、特に東南アジア

や中東において排水ポンプの整備需要を見込む
海外

4%台成長見込み

• 国土強靭化計画などにより安定的に推移 国内 横ばい

環境 固形廃棄物処理
• 公共向け廃棄物処理施設の新規建設需要は、概ね例年どおり推移

• 老朽化施設の延命化需要が増加
国内 横ばい

*1 2026年2月時点 *2 Wafer Fab Equipment（半導体前工程製造装置）



連結業績
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受注高・売上収益ともに初の1兆円超えへ

（単位：億円) FY25 実績 FY26 計画 FY25 実績 FY26 計画

発表日(年/月/日) 26/02/13 増減 増減率 26/02/13 増減 増減率

a b b-a (b-a)/a c ｄ ｄ-c (ｄ-c)/c

受注高 9,496 10,700 +1,203 +12.7% 4,513 5,180 +666 +14.8%

売上収益 9,582 10,200 +617 +6.4% 4,487 4,780 +292 +6.5%

営業利益 1,138 1,250 +111 +9.8% 500 505 +4 +0.9%

営業利益率 11.9% 12.3% +0.4pts - 11.2% 10.6% -0.6pts -

親会社の所有者に帰属する当期利益 766 866 +99 +13.0% 313 318 +4 +1.5%

ROIC 11.9% 12.0% +0.1pts

ROE 15.6% 16.5% +0.9pts

基本的１株当たり当期利益（円） 166.31 189.67 +23.36 +14.0%

1株当たり年間配当金（円） 59.0 66.0 +7.0 

為替レート*

対米ドル（円) 149.63 145.00 148.57 145.00

対ユーロ（円) 168.94 175.00 162.12 175.00

対人民元（円) 20.83 20.00 20.49 20.00

1-4Q 1-2Q

前期比前期比

* FY25実績為替レートは各四半期における期中平均レートを単純平均で表記。FY26予想は年間想定レートを表記
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計画

業績推移
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※1 2017/12は決算期を3月から12月へ変更したことより9か月決算
※2 2021/12より日本会計基準からIFRSへ移行

*1 *2

E-Plan2028E-Plan2025E-Plan2022

2020年 長期ビジョン
E-Vision2030発表

中計E-Plan2022
(FY20-22)目標達成

中計E-Plan2025
(FY23-25)目標達成

2026年 長期ビジョン
E-Vision2035発表



株主還元
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配当方針
連結配当性向35％以上を目標に当該期の業績に連動して実施する方針

12.0 12.0
18.0

32.6
38.6

45.8
55.0 59.0 66.0

33.1

24.8

35.4 35.2 35.2
35.0

35.6 35.5 34.8

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

1株当たり配当金（円）

連結配当性向（％）

計画

■ FY25の1株あたり年間配当金は59円（FY24比＋4円）
■ FY26の1株あたり年間配当金は66円（FY25比＋7円）を計画



長期ビジョン「E-Vision2035」および
中期経営計画「E-Plan2028」
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E-Vision2030（2020年公表）で設定した
各種経済価値水準の達成状況に鑑み
改めて10年後の2035年に「ありたい姿」を描き直す

E-Vision2035 策定の背景
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2025年度
実績

2028年度
目標

旧・2030年度
目標

2035年度
目指す水準

売上収益 9,582億円 1.2兆円規模 1兆円規模 2兆円以上

営業利益率 11.9% 14.5%以上 ー 20%以上

E-Plan2028

全体最適を通じた
持続的価値創造

の実現

E-Plan2025

顧客起点での
価値創造

グローバルエクセレント
カンパニーとして持続可能な
社会の実現に欠かせない企業

E-Vision2035

ありたい姿を
再定義しUPDATE

E-Vision2030

くらしの進化
安心・安全なくらし

温室効果ガスの削減
進化する豊かな
くらし

安心・安全なくらし

脱炭素社会



グローバルエクセレントカンパニーとして、
持続可能な社会の実現に欠かせない企業

E-Vision2035 2035年にありたい姿

Essential EBARA. Everywhere.

2035年にありたい姿

スローガン
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E-Vision2035 荏原が目指す「グローバルエクセレントカンパニー」
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グローバル市場で
高い競争力を持つこと

高い収益性と資本効率を
実現し続けること

世界中の社会課題を解決
し続けるために

不可欠な存在になること

荏原が目指す
「グローバルエクセレントカンパニー」 社会・環境価値と経済価値の最大化

１

2

3

安心・安全な
くらし

脱炭素社会

社会・環境価値

売上収益 2兆円以上

営業利益率 20%以上

ROIC 20%以上

ROE 25%以上

経済価値

時価総額 6兆円規模

企業価値向上の目安
進化する豊かな
くらし



インフラ 環境

グローバルビジネスセグメントと日本起点ビジネスセグメントで構成し、グループ全体の中長期的な企業価値
向上を目指す

E-Vision2035 目指すべき事業ポートフォリオ
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日本起点ビジネスセグメント

エネルギー精密・電子 建築・産業

グローバルエクセレントカンパニーとして、
持続可能な社会の実現に欠かせない企業

⚫ 国内公共インフラ市場をビジネスの中心とする
⚫ 課題先進国としての日本におけるソリューション提供ノウハウを、世界の
必要な地域にも届ける

3本の柱となるグローバルビジネスセグメント

⚫成長が見込まれる対面市場で課題を解決

⚫事業規模、収益性、効率性で一定水準以上を持つ
成長の柱として持続的成長を支える



E-Plan2028 位置づけと基本方針
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全体最適を通じた持続的価値創造の実現
E-Plan2028のテーマ

E-Plan2028 基本方針

1 全体最適を実現するグループ経営基盤を拡充する

2 過去の投資成果の刈取りと、将来への成長投資を両立する

3 事業セグメントの特性に合わせた戦略を実行する

4 荏原グループとしての人的資本経営を確立し高度化する

5 顧客起点での新たな価値を持続的に創出する

「成長局面」から、「成長を持続的なものとしていく局面」へと一段ステージを上げる3か年。
2035年にありたい姿に向けて、経営基盤強化を通じてグローバル競争力と収益性を高める
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精密・電子 エネルギー 建築・産業 インフラ 環境

目標

売上CAGR 
15.0%以上

売上CAGR 
8.0%以上

売上CAGR 
8.0%以上 営業利益率

9.0%以上
営業利益率
8.5%以上営業利益率

20.0%以上
営業利益率
14.5%以上

営業利益率
9.0%以上

事業特性
・半導体市場特有の
ボラティリティ、スピード
・先行投資

・地政学的不確実性
・エネルギートランジション
・LNGの需要拡大

・地域や国ごとの
経済成長に連動
した市場

・国内公共インフラ中心
・安定感

事業戦略

・生産・開発両面の
先行投資
・高付加価値化
・シェア拡大

・S&S強化
・エネルギートランジション
に対応する製品開発
・LNG需要の取り込み

・収益性の向上
・省エネ・省人化関
連ソリューション提供
・高付加価値領域へ
の進出・拡大

・インフラ老朽化
対応
・気象災害対応
・トップシェア維持

・収益性の向上
・資源循環ビジネス
への拡大

FY2028
セグメント別

売上収益
構成

グローバル
ビジネスセグメント

日本起点
ビジネスセグメント

E-Plan2028
事業戦略 FY2028

セグメント別

売上収益
構成

E-Plan2028 事業戦略



E-Plan2028 財務目標
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指標 2025年度 実績 2028年度 目標

収益性・効率性

ROIC WACC ROIC WACC (前提)*

ROIC 11.9％ 5.0〜6.0% 13.0%以上 8.0～9.0%

ROE 15.6％ 18.0%以上

営業利益率 11.9% 14.5%以上

規模・成長性 売上収益 9,582億円 1.2兆円規模

健全性 D/Eレシオ 0.44 0.4～0.5
（管理目安）

＊WACCは目標値ではなく、FY2026ーFY2028の3年間の計画策定に用いる前提条件（設定値）

(注) ROIC計算式：NOPLAT(みなし税引後営業利益)÷投下資本｛有利子負債（期首期末平均）+株主資本（期首期末平均）｝



E-Plan2028 事業別財務目標（営業利益率）
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環境 環境

インフラ インフラ

建築・産業
建築・産業

エネルギー

エネルギー

精密・電子

精密・電子

FY2025（実績） FY2028（目標）

1.2兆円規模

新規事業

9,582億円

売上CAGR
8.0%以上

売上CAGR
15.0%以上

売上CAGR
8.0%以上

売上収益構成比イメージ

指標 事業 FY2025実績 FY2028目標

営業利益率
精密・電子 16.9% 20.0%以上

エネルギー 11.9％ 14.5%以上

建築・産業 6.3％ 9.0%以上

インフラ 8.2％ 9.0%以上

環境 13.3％ 8.5%以上



E-Plan2028 株主還元方針
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株主還元

配当 連結配当性向35%以上

自己株式の取得
適正な自己資本水準への調整を継続的
に実施



本日御伝えしたいこと
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1）2025年度決算と2026年度業績予想
受注、売上、営業利益から当期利益まで、
いずれも前年度を上回り、5期連続の最高業績更新
今年度の業績予想は6期連続の最高業績の更新を目指す

2）長期ビジョン「E-Vision2035」および
中期経営計画「E-Plan2028」
2035年のありたい姿に向けた長期ビジョンと、
その実現に向けた最初の3カ年の中期経営計画を策定



【資料に関するご注意】

本資料にて開示されているデータ及び将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手可能な情報に
基づくもので種々の要因により変化する事が有ります。従って、本資料は記載された目標、予測の
達成及び将来業績を保証するものではありません。

また、本資料及びこれらの情報の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者
の判断によって行って下さいますようお願いいたします。本資料を利用した結果、生じたいかなる
損害についても、当社は一切の責任を負いません。
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